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１．日本のフルードパワー産業の現状 
 

まえがき (ここ10年の動き) 

 平成18年は、平成17年８月に政府が「景気は踊

り場を脱した」と宣言したように景気は堅調に推

移しており、同年３月に長く続いた日本銀行によ

る「金融の量的緩和策」が解除されるなヵ国内民

間設備投資や海外の米国や欧州経済がおおむね堅

調に推移したほか、アジア経済も依然として好調

さを保った。こうした状況を反映して同年11月に

は「いざなぎ景気」を越える等景気は拡大基調で

推移した。平成19年は、８月に発生したサブプラ

イムローン問題で米国の金融市場が揺れ動いた

が、資源諸国や新興諸国の経済成長に支えられ世

界経済は安定した成長を遂げた。平成20年に入り、

世界的な株式市場の乱高下や原燃料価格の高騰さ

らには円高・ドル安等から景気の先行きに陰りが

見え出し、同年４～６月期のGDPがマイナス成長

を記録するところとなり、その後、９月のリーマ

ン・ブラザースの経営破綻を契機に世界の経済環

境は激変し、世界同時不況といわれる状況となっ

た。このためわが国の経済環境も著しく悪化し、

第３四半期のGDPは年率換算で12.2％減の大き

な落ち込みを記録し、さらに第４四半期は前期を

上回る14.2％減の厳しい経済状況に追い込まれ

た。こうしたなかでわが国を含めた先進諸国は、

新興諸国を含めたG20の組織を立ち上げ、巨額の

財政支出や税制政策等による景気対策を実施した

が、経済環境は依然として厳しい状況であった。

このため平成20年の油圧機器業界の出荷額は、６

年振りに対前年比1.4％減の3,792億円に、また、

空気圧機器業界も６年振りに対前年比12.0％減の

3,107億円に留まった。さらに平成21年は、需要業

界の生産調整の長期化や先進諸国の景気回復の遅

れ等から油圧機器業界の出荷額は、前年比46.7％

減の2,020億円まで落ち込み、また、空気圧機器業

界も前年比45.7％減の1,688億円まで落ち込む等

未曽有の厳しい状況を記録するところとなった。

しかしながら平成22年は、平成21年度の２回にわ

たる補正予算の編成・実施と平成22年度予算の年

度内成立とその円滑な施行や中国・インド等新興

諸国の景気の回復に加え欧米先進諸国の景気の回

復もあり、油圧機器業界の出荷額は、前年比61.5

％増の3,264億円と、また、空気圧機器業界も前年

比75.8％増の2,968億円まで大きく回復するとこ

ろとなった。一方、平成23年は、同年３月11日に

発生した「東日本大震災」と東京電力福島第1発電

所における「原子力災害」から平成23年の需要動

向は厳しいものが予想されたが、その後の復旧・

復興需要や中国をはじめとする外需に支えられ、

油圧機器業界では、前年比26.6％増の4,132億円

と、また、空気圧機器業界も前年比6.4％増の3,157

億円となり、全体で7,000億円産業に到達した。し

かしながら平成24年は、円高、法人税、自由化の

遅れ、労働規制、環境規制、電力不足のいわゆる

「６重苦」に見舞われ、加えて外需も低迷したた

め、油圧機器の出荷額は、前年比15.5％減の3,492

億円に留まり、また、空気圧機器の出荷額も前年

比9.8％減の2,848億円まで落ち込んだ。 

また、リーマン・ショック後大規模な財政出動

で高成長を続けていた世界第2の経済大国である

中国の経済は、平成24年生産能力の過剰等から８

年ぶりに77.7％とGDP８％を切り、公共工事を中

心に減速感が見られ始めた。 

平成25年は、平成24年末の総選挙後に政権に復

帰した安倍内閣の発足に伴う「アベノミクス」経

済政策を先取りして、為替が円安に動き、さらに

その後の「日銀」の大胆な金融緩和政策に加え、

平成25年夏の参議院議員選挙の与党の勝利によ

り、国会の「ねじれ現象」の解消、2020年のオリ

ンピック東京招致の成功等昨今の経済環境には明

るさが見え始めたが、平成25年の油圧機器の国内

出荷は、対前年比12.5％減と平成24年に引き続き

マイナスとなった 

平成26年に入ると、４月に実施された消費税率

の引き上げの影響による景気低迷が９月ごろまで

長引き、年度全体では実質GDPは５年ぶりに若干

のマイナス成長となり、中国経済も、周近平国家

主席が、平成26年５月に初めて､「新常態(ニュー



表５　油圧機器受注出荷月別実績推移表　（速報値）

実 績 指 数 前 年 同 期 比 実 績 指 数 前 年 同 期 比

百 万 円 ％ ％ 百 万 円 ％ ％

1 月 24,948 86 88.2 29,063 104 103.5

2 月 31,171 107 115.4 32,149 115 103.4

3 月 28,371 98 84.9 31,697 113 96.5

4 月 25,714 89 84.2 29,085 104 101.5

5 月 24,016 83 79.7 26,302 94 91.5

6 月 25,158 87 79.3 27,013 97 76.6

159,378 91 88.0 175,309 104 94.9

7 月 23,181 80 69.8 25,029 89 78.6

8 月 21,794 75 70.5 23,870 85 78.2

9 月 21,301 73 70.5 23,533 84 66.9

10 月 20,582 71 74.6 22,336 80 71.5

11 月 20,186 70 69.9 20,944 75 64.8

12 月 20,025 69 70.2 23,221 83 73.7

127,068 73 70.8 138,934 83 72.1

1 月 21,144 73 84.7 19,100 68 65.7

2 月 20,505 71 65.8 21,574 77 67.1

3 月 22,895 79 80.7 26,802 96 84.6

4 月 24,076 83 93.6 20,300 73 69.8

5 月 22,927 79 95.5 21,977 79 83.6

6 月 23,614 81 93.9 22,871 82 84.7

135,160 78 84.8 132,625 79 75.7

7 月 24,462 84 105.5 24,113 86 96.3

8 月 21,809 75 100.1 20,728 74 86.8

9 月 23,686 82 111.2 23,609 84 100.3

10 月 24,449 84 118.8 23,399 84 104.8

11 月 25,034 86 124.0 23,033 82 110.0

12 月 24,769 85 123.7 24,166 86 104.1

144,209 83 113.5 139,048 83 100.1

1 月 24,949 86 118.0 23,208 83 121.5

2 月 24,026 83 117.2 24,330 87 112.8

3 月 23,947 82 104.6 25,981 93 96.9

4 月 25,123 87 104.3 23,765 85 117.1

5 月 23,268 80 101.5 22,415 80 102.0

6 月 24,017 83 101.7 23,721 85 103.7

145,330 83 107.5 143,421 85 108.1

7 月 24,404 84 99.8 23,645 85 98.1

8 月 21,892 75 100.4 21,477 77 103.6

9 月 24,081 83 101.7 24,687 88 104.6

10 月 24,672 85 100.9 24,136 86 103.2

11 月 22,370 77 89.4 22,653 81 98.3

12 月 23,038 79 93.0 23,908 85 98.9

140,458 81 97.4 140,507 84 101.0

1 月 23,759 82 95.2 22,454 80 96.7

2 月 22,621 78 94.2 22,716 81 93.4

3 月 23,899 82 99.8 24,888 89 95.8

4 月 22,768 78 90.6 22,436 80 94.4

5 月 0 0 0.0 0 0 0.0

6 月 0 0 0.0 0 0 0.0

93,048 53 64.0 92,494 55 64.5

（注） 1．平成20年月平均＝100
2．本速報値の確報値に対するカバー率は、約90％である。
3．出所：（一社）日本フルードパワー工業会

7 月 ～ 12 月 累 計

平 成 26 年

1 月 ～ 6 月 累 計

7 月 ～ 12 月 累 計

平 成 27 年

1 月 ～ 6 月 累 計

7 月 ～ 12 月 累 計

出 荷受 注

平 成 25 年

1 月 ～ 6 月 累 計

平 成 24 年

1 月 ～ 6 月 累 計



図17 工作機械の油圧使用率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図19 第二次金属加工機械の油圧使用率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図21 産業車両の油圧使用率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図23 油圧ポンプの出荷額と構成比推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図18 金属一次製品製造機械の油圧使用率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図20 自動車(車体)の油圧使用率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図22 船舶の油圧使用率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図24 油圧ポンプ出荷額の需要部門別構成比推移 
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■表１　油圧ポンプの種類

歯車ポンプ（外接式、内接式）

ベーンポンプ（圧力平衡形、非平衡形）

ねじポンプ（二軸形、三軸形）

アキシアル・ピストンポンプ

（斜軸式、斜板式）

ラジアル・ピストンポンプ

（回転シリンダ形、固定シリンダ形）

レシプロ・ピストンポンプ

（クランク形、カム形）

回転式

往復式

１．主要機器の概説(油圧機器、空気圧機器) 
 

１．油圧機器 

各種の油圧化機械・装置の自動化、省力化の機

能部品として広く使用されている油圧機器は、連

続的な流動性のある油(あるいは作動液体)を使

い、油圧ポンプによって、これを駆動する電動機

あるいはエンジンの機械的動力を、油の圧力流体

エネルギーに変換し、各種の制御弁(圧力、流量、

方向制御弁など)を経て、アクチュエータである油

圧シリンダや油圧モータに導き、再び機械的動力

に変換する。この一連のシステムに使用される要

素機器あるいはそれらの複合化された機器を総称

して油圧機器と呼ぶ。 

油圧システムによるメリットは 

①一般的に設計や構造が簡単になる。 

②小型で強大な力の伝達ができる。 

③操作部、作動部を自由に動力源として離して、

便利な場所に取り付けることができる。 

④順次動作の制御を完全に自動化できる。 

⑤回転運動及び直線運動共に広い範囲にわたっ

て、速度制御や力の制御ができる。 

⑥加速度及び減加速度を制御でき、ユニフォーム

な運動にしやすい。 

⑦過負荷の場合、圧力を自動的に解放して、安全

の保障が容易かつ自動的に行える。 

⑧他の制御手段との組み合わせが自由にでき、頭

脳としての電気、電子制御と、強力な筋肉として

の油圧とを組み合わせ高性能な自動操作がで

きる。 

⑨全体的に運転の効率が良く、経済的である。 

⑩潤滑性、防錆性に優れた油圧作動油が、可動部

の摩耗を防ぎ、摩擦損失が少ない。 

以上のほか、油圧化のメリットは、実際に応用

された場合、相乗効果が期待され、省力化とか、

アキュムレータを使用して、エネルギーの蓄積が

できることなど様々なメリットがある。 

一方、デメリットとしては、エネルギー伝達媒

体として使用する油圧作動油に基因することが挙

げられる。 

①油漏れによる汚れと油特有の臭い。 

②油の汚染などの保全、使用温度の制限。 

③火災の危険性。 

④配管が長くなると、粘性による損失が大きくな

る。――などである。 

 

１.１ 油圧ポンプ 

油圧ポンプは、油圧を発生するもので、電動機

またはエンジンで駆動され、油圧駆動装置の中心

となるものである。作動油に圧力を加え、油圧回

路に作動油を送り出す機能をもつ。 

吐き出し側に、制御弁、油圧シリンダを配管、

継手で接続し、油圧シリンダに負荷を取り付けて、

ポンプを回すと、負荷に当たって、油の流れには

抵抗が発生し、ポンプに初めて圧力が発生する。

そのため、適当な期間安全に運転するためには、

吐き出し側の圧力を制限して使用することが必要

になる。この制限圧力がポンプの定格圧力として

表示される。 

油圧ポンプには押しのけ容積の変えられない定

容量形と、変えられる可変容量形とがある。また、

駆動軸上に１個のポンプ作用要素を持つ一段ポン

プが普通であるが、２個のポンプ作用要素を１つ

の駆動軸で回し、１段目の吐き出し側に供給し、

順次圧力を上昇させる形式の二段ポンプもあり、

更に、１つの駆動軸上に複数のポンプ作用要素を

持ち、それらが独立してポンプ作用を行う多連ポ

ンプも広く使用される。 

油圧ポンプとして使用される種類には、表１の

ようなものがある。 
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川崎重工業 株式会社 

 

〔本 社〕 (東京)〒105-8315 東京都港区海岸1丁目14-5  

 TEL.03-3435-2111 FAX.03-3436-3037 

       (神戸)〒650-8680 神戸市中央区東川崎町1-1-3 (神戸クリスタルタワー) 

                TEL.078-371-9530 FAX.078-371-9568 

http://www.khi.co.jp/ 

〔社 長〕 村山 滋 

〔資本金〕 104,484百万円 

〔工 場〕 西神戸工場 

〔拠 点〕 (東京本社)  〒105-8315 東京都港区海岸1丁目14-5 

TEL.03-3435-6862 FAX.03-3435-2023 

          (神戸本社)  〒650-8680  神戸市中央区東川崎町1-1-3 (神戸クリスタルタワー) 

TEL.078-360-8605 FAX.078-360-8609 

(西神戸工場)〒651-2239 神戸市西区櫨谷町松本234番地 

TEL.078-991-1133 FAX.078-991-3186 

〔提携先〕 Kawasaki Precision Machinery(UK)Ltd.(英国)、サン・ハイドロリックス(米国)、 

武漢船用機械有限責任公司(中国)、Flutek,Ltd.(韓国)、 

Kawasaki Precision Machinery(Suzhou),Ltd.、他 

 

〔特 色〕 

2002年10月に川崎重工業㈱から分離・独立した

㈱カワサキプレシジョンマシナリが2010年10月に

再統合した。油圧機器事業に取り組んでから100

年近くの長い歴史を持ち､業界最大手の一角を占

める。 

 土木建設機械を中心に船舶、産業車両、産業機

械(製鉄機械、鍛圧機械、プラスチック加工機械)

など幅広い分野に進出。 

 また精密加工技術と電気電子制御技術を融合し

て、航空・宇宙、防衛、鉄道車両、海洋分野へ各

種制御機器、機電製品などを供給している。 

〔生産・販売品目〕 

 斜軸・斜板型アキシャルピストンポンプ・モー

タ、スクリュウポンプ、ラジアルピストンモータ、

各種バルブ、油圧ユニット、甲板機械、電動油圧

舵取機、精密ギヤポンプ、各種機電製品。 

 品目別売上高構成(2014年度)は、油圧ポンプ27

％、油圧モータ16％、油圧バルブ36％、装置製品(陸

用／舶用)、部修他21％。油圧ショベル用ポンプ、

モータ、バルブが最量産製品。油圧ポンプでは、

定評ある「K3V/K5Vシリーズ」に、出力密度をさ

らに向上させた「K7Vシリーズ」を加え、63～

280cc/revまでのタンデム型、パラレル型など豊富

な種類を揃えている。 

 油圧モータでは、旋回モータとして実績のある

｢M2Xシリーズ」をもとに軽量・コンパクト化し

出力密度をアップした「M5Xシリーズ」がある。

また油圧バルブでは、コントロールバルブ｢KMX

シリーズ」とパイロットバルブ「PVシリーズ」が

あり、特にパイロットバルブは優れた制御性と応

答性、豊富な種類でミニショベルから大型ショベ

ルまで幅広く使われている。 

 その他の建設機械、産業車両向け製品としては、

海外市場で広く浸透しているロードセンシング対

応のポンプ「K3VLシリーズ｣に加え、中圧仕様に

特化し、高効率、コンパクト化を実現したポンプ

｢K3VLSシリーズ｣、クレーンの巻き上げ用モータ

｢M3X/M3Bシリーズ｣、ロードセンシング用コン

トロールバルブ｢KLSVシリーズ｣、電磁比例

コントロールバルブ「KMC/KMPシリーズ」が

ある。 
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１．建設機械 
 

はじめに 

 建設機械とは、各種の建設工事に使用される機

械の総称であって、用途に応じて多種多様なも

のがある。一般的に、地面を掘削・整地する「土

工系」と、建設現場で資材を運び上げる仕事に使

うクレーンなどの「建築系」に大別することがで

きる。 

 我が国の建設機械産業は、日本経済の高度成長

に伴う建設投資に支えられて成長した。その後、

石油危機やバブル経済の崩壊、アジアの経済危機

等により長期にわたり低迷を続けてきた。 

 2003年以降、世界的な資源開発ブームや景気回

復により、出荷高(補給部品除く)は2007年度で過

去最高の２兆4,426億円を記録したが、2008年９

月、米大手証券会社リーマン・ブラザーズの経営

破綻により起こった世界同時不況の影響を大きく

受けた。その後、中国、米国をはじめ世界各国が

大型の景気浮揚策を相次いで発表、2009年６月頃

から中国市場では公共事業が相次いで着工され、

それに伴って建機需要が急増する一方で、日米欧

の先進国市場では本格的な回復が見られないま

ま、国内では民主党への政権交代により、大型公

共工事の見直し等、建機業界にとって事業環境は

けっして明るいものではなかった。とはいえ、世

界的には新興国を中心としたインフラ整備は必須

であり、建機各社はより一層海外志向を強めるこ

とになった。 

 このような状況のもと、2011年３月11日に起こ

った東日本大震災により、我が国は甚大な被害を

受けた。この震災により東日本に立地する多くの

工場が大きなダメージを受け、操業停止に追い込

まれた。建設機械を例にとれば、組み立てメーカ

ーにとどまらず、多くの協力企業が被災したこと

により、本格的な操業再開には１～３ヵ月を要し、

部品の調達難等により、西日本地区の関連工場の

操業までが大きな影響を受けた。 

 建設機械は災害復旧に威力を発揮するが、この

20数年、日本の建設投資は約80兆円から約40兆円

と半減、それに伴い国内の建機需要は大きく落ち

込んだ。主力の油圧ショベル(ミニ含む)は、バブ

ル期のピーク(90～91年)には12万台近くが生産さ

れ、８割が国内で販売された。これを2014年でみ

ると、国内生産17万台に対して国内出荷は２割強

の３万7,000台でしかなく、海外比率が年々高まっ

ている。 

 我が国の建設機械メーカーは、バブル崩壊以降、

海外市場への積極的な進出、現地生産・現地調達

を拡大しており、国内生産は海外へ供給するコン

ポーネント拠点に転換する一方、販売体制も統合

再編してきた。近年では中国をはじめとする新興

国の需要増で海外生産を大幅に増やしている関係

で、国内の建機保有台数も極端に減少した。 

 このように長期的な公共投資抑制の流れや、中

国･韓国のショベルメーカーの台頭により、日本の

中古車輸出市場が縮小したため、今や油圧ショベ

ルの販売比率で５割を超える主力需要先となった

レンタル各社も海外向けに転売する中古車ビジネ

スが成立しづらくなり保有台数を減らしてきた。 

 2012年12月、第二次安倍内閣が誕生し、震災の

復旧復興はもとより、今後の災害への備えや高度

成長時代に建設した老朽インフラの整備を主とし

た国土強靱化政策を掲げていることから、建設機

械業界の国内は再び一定の市場規模を確保してい

るように見えている。 

 日本の産業界は数多くの素材・部品、優れた生

産技術をもっており、その結果、日本の機械産業

は世界トップ水準に到達した。東日本大震災の被

災地復旧には、数多くの建設機械が投入されたが、

瓦礫処理だけに留まらず、復興計画には建設機械

は大きく貢献した。公共事業予算も50兆円台に復

活し、とりわけ2013年度は政府予算の成立等で復

興計画が具体的に執行され、復興需要と排出ガス

規制の生産猶予終了に伴う需要等により、2013年

度の油圧ショベル需要は前年度比35％増の３万

6,612台に達し、2014年度も微減ながらも３万

5,841台を記録した。 

 本稿では、経済産業省、財務省及び日本建設機

械工業会等の各種統計をベースに近年及び最近の

建設機械業界の動向を見ていく。  
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（年度ベース：日立建機調べ）

２．主要機種の動向 

１．油圧ショベル 

 油圧ショベルとは掘削機械の一種で、掘る・運

ぶ・吊るといった作業を１台で行うことができる

万能機械といわれている。アタッチメントを交換

すれば多様な作業がこなせるという点で、建設機

械の代表格である。 

 構造的には、エンジンを動力に油圧ポンプを動

かし、それによって得る圧油を用いてアーム、バ

ケット、走行装置(クローラ)などを動かし、土木

建設現場で掘削・積み込み作業を行う機械である

が、近年ではエンジンの代わりに電動モータを使

った電動油圧ショベルや、エンジンと電動モータ

を組み合わせて駆動するハイブリッドショベル、

さらには２本のアーム(腕)を持った双腕型油圧シ

ョベルが開発されており、本格的な市場導入に向

けた取り組みが進められている。 

 油圧ショベルは、1950年代後半から1960年代に

かけて欧米からの技術導入により日本メーカーが

国産化を図った。国産機の第1号は1961年(昭和36

年)、新三菱重工業(現・三菱重工業)がシカム社

(仏)の技術導入により開発した「ユンボY35」で

ある。1965年には日立製作所(現・日立建機)が純

国産品の「UH03」を発売、その前後から油谷重

工業(現：コベルコ建機)、日本製鋼所、石川島コ

ーリング(石川島建機)、久保田鉄工(クボタ)、そ

れに独自開発の加藤製作所が初期のメーカーであ

る。その後、小松製作所や神戸製鋼所、住友重機

械工業が進出し、激しい競争を展開した。 

日本

17%

西欧

17%

北米

14%中国

16%

亜大

18%

その他

18%

油圧ショベルの世界需要構成

（14年度実績：日立建機調べ）

 

当初は、トランスミッションや減速機など、パワ

ートレイン系部品で高度な製造技術が必要なブル

ドーザに比べ、油圧機器とエンジンを外部調達し

て組み立てるだけの機械と考えられ、多くのメー

カーが参入したともいわれる。しかし、市場の成

熟とともに、技術力とサービス力等が問われ、そ

の競争が結果として撤退企業を生み出したともい

え、現状では、コマツ、コベルコ建機、日立建機、

キャタピラージャパン、住友建機、加藤製作所が

国内メーカーとなっている。 

 2014年度におけるバケット容量0.2㎥以上(機体

質量６トン以上)の油圧ショベルの生産は、金額が

8,120億9,700万円(前年度比3.7％減)、数量ベース

では７万7,924台(同2.6％減)。一方、日本建設機

械工業会調べによる国内販売は３万5,841台(同

2.1％減)であった。 
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コベルコ

20%日立建機

19%

ＣＡＴ

18%

住友

9%

その他

12%

油圧ショベルの国内販売シェア（13年度推定）

 

 

■世界需要を左右する中国市場 

 建設機械の中でも万能機と呼ばれる油圧ショベ

ルの世界需要は、2000年代初期までは日米欧の先



277 

 

0

50

100

150

200

250

300

350

400

04 05 06 07 08 09 10 11 12 13年
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油圧 空気圧

■世界の油空圧機器国内販売高推移

暦　年 09 10 11 12 13年 前年比

油圧 14,970,000 21,243,051 25,157,658 27,145,135 25,017,388 92.2

空気圧 5,170,000 8,049,890 9,045,886 9,707,228 9,417,772 97.0

合　計 20,140,000 29,292,941 34,203,544 36,852,363 34,435,160 93.4

（単位：千ユーロ）

１．世界のフルードパワー工業 
 

１．世界市場の概況 

 日本フルードパワー工業会によると、サミット

会議(2014年３月、於・米ラスベガス)で報告され

た2013年の油圧空気圧機器の販売総額は前年比

6.6％減の約344億ユーロ(日本円換算約４兆4,600

億円、１ユーロ=129.66円)だった。国際統計委員

会(ISC)加盟21ヵ国･地域(CETOP＝欧州諸国17

ヵ国／日本／中国／台湾／米国)の国内販売金額

合計で、油圧機器は同7.8％減の250億ユーロ(約３

兆2,400億円)、空気圧機器は同3.0％減の94億ユー

ロ(約１兆2,200億円)。韓国、インドなど未加盟の

国を加算すれば約５兆円近い規模と推計される。 

 同工業会によると、現在のISC統計はあくまで

も申告した各国の集計であって、ここ数年急激に

その実力を伸ばしつつあるインド、ブラジル、韓

国等の数字は全く含まれておらず、また業界を統

括する工業会も存在していない。ロシアも過去同

じような状況だったが2009年にCETOPに加入以

来、空気圧機器の統計は提出されているものの、

油圧機器は提出されていない。その他諸国の現状

は不定期にサミット会議に出席しているが、統計

を基に自国の現状を発表できる段階には至ってい

ない。今後はこれら諸国のサミット会議参加への

招請とISCの国際統計への参加することによりフ

ルードパワー産業の世界的規模での実態がより正

確に把握できることになり、早急にその必要性が

切実に求められている。 

 過去10年間、2009年のリーマンショックによる

大きな落ち込みは目立つが、油圧・空気圧とも総

じて右肩上がりの成長カーブを描いてきた。 

 ISC統計はユーロの統一表示であり、各国の自

国通貨を毎年ユーロ換算し直して共通数値として

発表している。従って当然のことながら毎年の換

算レートにより大きく数字は変動する。即ちユー

ロを自国通貨として採用している国々の数字は影

響ないが、それ以外の国の実態は自国通貨に換算

し直す必要があり、各国の実勢である国別シェア、

伸長率等の数年の推移はユーロ表示による相対的

比較であり、ユーロ換算の見かけ上の数字である

ことを認識しておくべきである。 

 参考までに上記換算レートの推移を見ても対ユ

ーロ円換算率は2008年152円、2009年130円、2010

年116円、2011年110円、2012年102円、2013年130

円までの変化がある。 

 油圧・空気圧別に見ると、油圧ではこれまで米

国、ドイツ、日本が世界の３強であったが2007年

に中国が日本を抜き、2013年実績では米国、中国、

ドイツ、日本が世界の４強となっている。 

 一方、空気圧ではやや様相が異なり、米国、日

本の１位が入れ替わることがあっても、ほぼ同等

シェアで米国、日本が断トツ１位の地位にあり、

３位以下の諸国を大きく離しているのが特徴だっ

た。しかし空気圧の場合も産業機械類の生産額上

昇に伴い、過去ずっと下位に甘んじていた中国が
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Bosch Rexroth AG.の売上高推移

■Bosch Rexroth AG.の売上概況

10年 11年 12年 13年 14年

売上高 5,063 6,443 6,500 5,400 5,600

(百万ユーロ)

３．海外主要フルードパワー機器メーカー 

１．ボッシュ・レックスロスAG  (http://www.boschrexroth.com/) 

 ボッシュ レックスロスは駆動・制御技術のト

ップメーカー。2001年にボッシュのオートメーシ

ョン技術部門と油圧機器大手のレックスロスが

合併して発足した。本社をドイツのメイン州ロー

アに置き、独自の技術を世界中に提供している。

2014年売上高は56億ユーロである。 

レックスロスは200有余年の歴史を持つ老舗で

あり、同社の研究開発力は200年を超える絶え間

ない開発と、それによって培われたノウハウを土

台としている。 

全ての駆動制御技術を扱うワンストップソー

スの代表格であり、生産性が高くエネルギー効率

の良い、顧客の要望に合致するソリューションを

提供している。同社の機器とシステム、そして顧

客に合わせたソリューションは、自動車業界や印

刷／製紙業界、そして食品／包装業界など数多く

の産業で活用され、機器類は建設機械や農業機

械、林業機械、工作機械などにも使われている。 

22ヵ国に展開する工場と80ヵ国に広がる販売

サービス拠点に合計３万3,700人を雇用する。う

ちドイツ国内は１万6,800人。ドイツ単独で見る

と、170人強の若者が見習い業務、または協同教

育プログラムに参加している。 

先進のコンポーネントと個別対応のシステム

ソリューションおよびサービスを提供するため、

建機車両アプリケーション、産業機械アプリケー

ションおよびエンジニアリング、FA、再生可能

エネルギーの各市場におけるアプリケーション

の知見をもつ。 

油圧機器事業だけに限っても、産業用はドイツ

８工場、米国２工場、日本、フランス、イタリア、

オランダ、スウェーデン、スコットランド、イン

ド、中国３工場(常州、武進、北京)、アルゼンチ

ンで生産。建機車両用はドイツ７工場、イタリア

３工場、米国２工場、日本２工場、中国２工場(北

京、武進)、スコットランド、フランス、ブラジ

ルおよびトルコで生産している。 

 “Rexroth”ブランドの下、全世界の50万を超

える顧客に駆動、制御および動作ソリューション

を提供している。機械駆動、油圧から電子技術お

ヨーロッパ

59%

アジア・

パシフィッ

ク・

アフリカ

23%

アメリカ

18%

地域別売上構成（2014年）

ヨーロッパ

74%

アジア・

パシフィッ

ク・

アフリカ

9%

アメリカ

17%

従業員数（33,700人：2014年末）
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建設機械部門の連結業績

（単位：10億ｳｫﾝ）

売上高 営業利益

■現代重工業の2014年業績 (単位：10億ウォン)

2014年 2013年 前年比

売上高 52,582 54,188 97.0

営業利益 -3,250 802 －

純利益 -2,206 146 －

（部門別売上高）

事　業　部　門 2014年 2013年 前年比

造船 16,432 17,018 96.6

オフショア・

エンジ
4,653 4,756 97.8

産業プラン

ト・エンジ
2,409 1,224 196.9

エンジン・機

械
1,518 1,722 88.1

電気・電子シ

ステム
2,355 2,761 85.3

建設機械 2,867 3,290 87.1

グリーンエネ

ルギー
312 314 99.3

リファイナ

リー
21,087 22,221 94.9

金融サービス 743 664 111.9

合　計 52,582 54,188 97.0

注：10億ウォン以下切り捨て、１ウォン＝0.1円。

造船
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システム

5%

建設機械

5%

グリーン
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1%

リファイ

ナリー

40%

金融

サービス

1%

部門別売上構成（2014年連結ベース）

23．現代重工業 (http://www.hhiir.com/) 

 現代重工業は韓国を代表する総合機械メーカ

ー。従業員は製造部門、研究開発および経営／管

理部門を合わせ２万6,000人。 

 建設機械部門は1985年に発足した。取扱機種は

油圧ショベル、ホイールローダ、フォークリフト

およびスキッドステアローダ。1.5トン級のミニ

ショベルや30トン積みフォークリフト、そして韓

国最大となる120トン級ショベルまで幅広い機種

を供給している。高度な先進のFA技術、妥協の

ない品質コントロール検査システムおよび先進

の技術で、世界中の顧客のニーズに合致する幅広

い機種を供給している。最先端の人間工学と技術

を用いた機械の評価は高く、13ヵ国でトップシェ

アという。 

 米国、欧州、インド、ブラジル、インドネシア

および中国の常州、北京、泰安に拠点を置き、生

産能力はショベル、ホイールローダ、フォークリ

フトを合わせて年間２万5,000台。140ヵ国550社

のディーラー網が同社製品をサポートする。2015

年６月、累計50万台目の油圧ショベル「HX520」

を出荷した。 

 同社のショベルの全世界シェアは約７％でキ

ャタピラーおよび日系メーカーに続く５位、2014

年売上高は27億ドルまで成長した。2015年売上高

は30億ドル、2017年には世界シェア10％でコマツ

やキャタピラーに並ぶ第３位メーカーを目指し

ている。 

■2014年は赤字決算 

 2014年12月期業績は、連結売上高52兆5,824億

ウォン(前期比3.0％減)、営業利益△３兆2,494

億ウォン(前期は8,019億8,300万ウォンの黒字)、

税引前利益△３兆1,050億ウォン(同1,442億ウォ

ンの黒字)、当期純利益△２兆2,060億ウォン(同

1,463億ウォンの黒字)となった。受注は273億ド

ルだった。 



〈関東地区〉 ＊本書掲載の一部非会員含む

会　社　名 〒 住　　　　　　　　　　所 ＴＥＬ ＦＡＸ

アズビルTACO㈱ 175-0082 東京都板橋区高島平9-27-9 03-3936-2311 03-3935-9121

　　名古屋技術サービス 460-0024 愛知県名古屋市中区正木3-5-27 052-322-1631 052-322-1634

　　大阪・滋賀技術ｻｰﾋﾞｽ 520-3047 滋賀県栗東市中手原3-2-18 077-553-0611 077-553-9451

　　広島技術サービス 732-0052 広島県広島市東区光町1-10-19
日本生命広島光町ビル

082-261-5231 082-261-5176

　　埼玉工場 361-0032 埼玉県行田市佐間3-27-3 048-556-4121 048-556-2263

イートン㈱ 107-0052 東京都港区赤坂8-11-37 　ユニゾ乃木坂ビル 03-5786-2560 03-5786-2561

    大阪営業所 530-0001 大阪府大阪市北区梅田3-4-5  毎日ｲﾝﾃｼｵﾋﾞﾙ 06-6136-6105 06-6136-6107

    福岡営業所 812-0011 福岡県福岡市博多区博多駅前2-12-9
第6グリーンビル

092-475-5364 092-412-2002

    京都事業所 621-0017 京都府亀岡市大井町北金岐柿木原35 0771-22-9600 0771-29-2021

イハラサイエンス㈱ 108-0074 東京都港区高輪3-11-3  イハラ高輪ビル 03-6721-6988 03-6721-6993

　　東日本営業所 108-0074 東京都港区高輪3-11-3  イハラ高輪ビル 03-6721-6981 03-6721-6991

    中部営業所 460-0012 愛知県名古屋市中区千代田3-14-19
ツカサビル

052-323-2627 052-323-2630

    関西営業所 530-0043 大阪市北区天満4-1-18  ジーエル大阪ビル 06-6358-9255 06-6358-9260

    九州営業所 862-0913 熊本県熊本市尾ノ上1-1-8  メゾンソフィア103 096-386-5353 096-386-5354

　　岐阜事業所 508-0351 岐阜県中津川市付知町安楽満10424 0573-82-4125 0573-82-2036

    静岡事業所 410-2501 静岡県伊豆市下白岩1251 0558-83-2811 0558-83-2802

ＡＳＫ㈱ 140-0002 東京都品川区東品川1-34-16 03-3471-4845 03-5463-7022

　　大阪営業部 542-0012 大阪市中央区谷町9-1-22  NK谷町ビル 06-6762-8610 06-6762-8612

    いわき営業部/工場 970-1144 福島県いわき市好間工業団地4-8 0246-36-7311 0246-47-0064

ＳＭＣ㈱ 101-0021 東京都千代田区外神田4-14-1  秋葉原UDX 03-5207-8271 03-5298-5361

    名古屋営業所 453-0861 愛知県名古屋市中村区岩塚本通2-1-2 052-419-5118 052-419-5128

    大阪営業所 550-0002 大阪市西区江戸堀1-9-1  肥後橋センタービル 06-6459-5160 06-6459-5170

    草加工場 340-8659 埼玉県草加市稲荷6-19-1 048-935-5707 048-930-1221

    筑波技術センター 300-2493 茨城県つくばみらい市絹の台4-2-2 0297-52-6600 0297-20-5009

ＮＯＫ㈱ 105-8585 東京都港区芝大門1-12-15  正和ビル 03-3432-4211 03-3434-1984

　　東京支店 105-8585 東京都港区芝大門1-12-15  正和ビル 03-3432-3376 03-3432-2831

    大阪支店 532-0011 大阪市淀川区西中島6-1-1
新大阪プライムタワー

06-6304-6780 06-6305-1310

　　北茨城事業所 319-1535 茨城県北茨城市華川町臼場187-11 0293-43-6300 0293-43-4314

オックスジャッキ㈱ 104-0041 東京都中央区新富1-2-10 03-3551-2115 03-3551-2823

    大阪営業所 577-0012 大阪府東大阪市長田東2-1-33 06-6744-6671 06-6744-6673

    福岡営業所 813-0002 福岡県福岡市東区下原1-22-16 092-682-5121 092-682-2581

    京浜営業所 210-0851 神奈川県川崎市川崎区浜町1-7-12 044-344-5432 044-344-5707

    大月工場 409-0501 山梨県大月市富浜町宮谷字諏訪腰1409-5 0554-23-1666 0554-23-1667

オリオン機械㈱ 382-8502 長野県須坂市大字幸高246 026-245-1230 026-246-6753

    産機営業本部 382-8502 長野県須坂市大字幸高246 026-245-1321 026-246-6753

    更埴工場 387-0007 長野県千曲市屋代1291 026-272-5811 026-272-7590

１．(一社)日本フルードパワー工業会会員名簿
（工場・販売拠点住所録） 



（正会員）
○印は生産品目　▲印は販売取扱品目
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作
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油
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あ アクト電機工業㈱ ▲ ▲ ○ ○

イートン㈱ ○ ▲ ▲ ○ ▲ ○ ▲ ▲ ○ ○ ○ ○ ○ ▲ ○ ○ ▲ ▲ ▲ ▲ ○

イハラサイエンス㈱ ▲ ○ ▲

ＡＳＫ㈱ ○ ○ ○ ○ ○

ＳＭＣ㈱ ○ ○ ○

ＮＯＫ㈱ ▲ ○ ○

㈱大垣鐵工所 ○

逢坂工業㈱ ○ ▲

㈱大阪ジャッキ製作所 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ▲ ▲ ▲

オックスジャッキ㈱ ▲ ▲ ▲ ▲ ○ ○ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ○ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ○ ▲ ▲

か 神威産業㈱ ○ ○

川崎重工業㈱ ○ ○ ○ ▲ ○ ○ ○ ○ ○ ▲ ○ ○ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

クロダニューマティクス㈱ ▲

ＫＹＢ㈱ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ▲ ▲ ○ ○ ▲ ▲ ▲ ▲ ○

甲南電機㈱ ▲

光陽精機㈱ ○ ▲ ○

㈱コーヨー ○ ○ ○

㈱コガネイ ○

さ ㈱阪上製作所 ○

三輪精機㈱ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ＣＫＤ㈱ ○ ○

㈱島津製作所 ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

住友精密工業㈱ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ▲ ▲ ▲ ○

た ダイキン工業㈱ ▲ ▲ ○ ○ ○ ○ ▲ ○ ○ ○ ○ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

ダイキン・ザウアーダンフォス㈱ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

大生工業㈱ ○ ○

㈱ＴＡＩＹＯ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ▲ ▲ ▲ ▲ ○ ○

油　　　　圧　　　　機　　　　器

３．(社)日本フルードパワー工業会会員生産品目･
　　　　     　　販売取り扱い品目一覧表

製 品 名

会 社 名
（５０音順）
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